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岸 田 功

Audience Response of Mass Media 

 in People's Republic of China. 

         Isao KISHIDA

 A project team of the Beijing Society for Studies in Journalism had conducted research, 

as the first statistical sampling survey, into audience responses of Radio, TV, and News-

paper in Beijing during the summer of 1982. 

 Remarkable among the data obtained was that only 44% of farmers in that city read  news-

papers, while 96% of non-farmers do. 

 It was also found that farmers who "do-not read" newspapers were more numerous than 

other farmers who "can-not read" them. 

 TV seems to be a form of entertaining media rather than informational media, espe-

cially for farmers in China today.

は じめに

1983年10月,日 本新聞学会のメンバー5人

は,日 中学術懇談会第11次 訪華団(新 聞学,

マス ・コミュニケーション論)を 結成 して中

華人民共和国 を訪問,北 京 ・南京 ・上海の各

地で,多 くの中国の新聞(マ ス ・コミュニケ

ーション)学 研究者たちと学術交流を行った.

この訪華 団のメンバーは,団 長 ・日本新聞

学会会長内川芳美東京大学教授,秘 書長 ・新

井直之創価大学教授のほか,春 原昭彦上智大

学教授,高 橋直之成城大学教授,お よび筆者

の5名 で,「 日本から新 聞学研究者がある程

度 まとまった形で訪中し新聞学に関する学術

交流を行なったのは今 回の私たちが最初であ

った」(i)

最初に訪問した北京の中国社会科学院新聞

研究所で私たちは,中 国語で印刷 された20ペ

ージの小冊子 を入手 した.こ れが本稿で紹介

す る 「北京市読者,聴 衆,視 衆調査概況

調査報告之一」で,記 述者は北京新聞学会調

査組(1982年11月)で ある.こ の調査報告書

はは じめ 「部内資料」 ということだったのだ

が,私 たちの懇望 もあって,そ の後公表 を許
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されることになった。

報告書の冒頭には,同 新聞研究所の前所長

で,中 国最初の 「新聞年鑑」(1982年 版)編 集

委貝会の最高責任者でもあった安崗氏の短か

い論文 「我々は読者 ・視聴者調査が示す濃厚

な空気に顔 を向ける必要がある」(以下 「安崗

論文」 と略称)が 載 っているが,こ れによる

と,こ の調査は,三 年前に成立した北京新聞

学会の最初の科学的調査であるばか りでな く,
「現代化的統計手段 を用いて同一地区の新聞

読者,ラ ジオ聴取者,テ レビ視聴者を総合的

に考察 ・研究 した点で,お そらく中国新聞史

上最初の」調査研究である。

1949年 の中華人民共和国成立以来,中 国は,

コミュニケーション効果研究の重要な対象の

一つ として,世 界のマス ・コミュニケーショ

ン研究者たちか ら注 目されて来た.こ とに

1966年 か ら始まったプロレタリア文化大革命

は,毛 沢東 を中心 とする中国共産党左派の急

進的思想が,こ の人類の四分の一の部分に対

して実施す る壮大な説得コミュニケーション

の実験 として,政 治的コミュニケーション研

究者の関心 を惹かずにはおかなか った.

周知のようにこの"実 験"は 失敗 した.十

年にわたって中国をゆるが した文化大革命は

全面的に否定 され(2),中 国は経済建設の季節

に入った.「 実事求是」の思想路線を再び確

立 し,ぼ う大な民衆の生活水準の向上に全力

を集中し始めた.対 外開放政策はその一環で

ある.そ して,こ こに紹介するような,科 学

的方法を用いた社会調査の実施 とその公開 自

体が,中 国の正常な客観主義路線への復帰を

証明するものといってよかろう.

この調査報告書には,安 崗論文の他に,調

査方法や,調 査結果の分析 と解釈 も,簡 単に

だが記述されている,私 たちにとっては数表

と並んで興味深い所である.以 下,調 査報告

書の主要な部分について翻訳 ・解説しながら,

筆者の観察結果 も交えて若干の考察を加えよ

う.(な お,原 文の 「聴衆」「視衆」は一括し

て 呼 ぶ と きは 「視 聴 者 」 と訳 し,別 々 に 呼 ぶ

ときは 「聴 取 者 」 「テ レ ビ視 聴 者 」 と訳 出 し

た).

1.調 査概要 と方法

北京新聞学会が発起 し,中 国社会科学院新

聞研 究所,「 人民 日報」,「工人日報」,「中国

青年報」が参加 した北京新聞学会調査組は,

1982年6月8日 から8月6日 までの約2カ 月

間にわたって,北 京市の13才 以上の住民(市

部の'「無職業的家事労働者」を除 く)を 対象

に,新 聞,ラ ジオ,テ レビの接触状況調査 を

実施 した.調 査の 目的は 「新聞,ラ ジオ,テ

レビの受け手の需要 を知 り,新 聞 と放送の改

革の根拠 を提供する」ためである.こ の調査

の特徴は 「新聞学,統 計学,社 会学の有機的

結合」 すなわち 「一種 の社会統計分析の方

法」を採用 したことである.こ の方法は 「厳

格 な無作為抽出の原則によって調査対象 を確

定するので,一 切の主観要素の排除を可能 に

し,客 観 的で,実 際の状況を反映させ,"標

本を全体の縮図とする"」(安 崗論文)の であ

る.

標本数は295地 点から2,430人,有 効回答数

2,423人,回 答率は99.7%.こ の回答数は北京

全市人口の0.026%だ という.

このような驚異的な回答率 を可能にした標

本抽出法の詳細は必ずしも明 らかではないが,

「調査方案」として,「北京市統計局に委託 し

て類型分層抽出法を採用」 し,「厳格 な無作

為抽出原則に基づいて,電 子計算機で制定」

とある.お そらく,少 くとも標本地点の抽 出

には コンピュー タが利用されているものと思

われ る.日 本の場合 と異るのは地点の概念で,

地点は無機的な町名や番地ではなく,工 場や

人民公社 などの 「基層単位」すなわち末端組

織である.標 本 として選ばれたこれらの組織

には,組 織の人名簿か ら等距離間隔の無作為

抽出法で割 り当て標本 を選ぶよう指導がなさ

れた.こ うして北京市,区,県 の各地区の党
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委員会宣伝部 と基層単位の干部が動員 された

大規模な調査で,調 査対象者は直接訪問を受

けて回答票に記入したほか,「座談会 と個別会

談」 も行われ,新 聞 ・放送 に対す る建 議 は

1,172件 に及んだ.な お,調 査質問数は54個 で,

このうち前の24問 が総合的質問,後 の30問 は

「人民日報」「中国青年報」「工人 日報」の読

者調査であった.

2.標 本特性

「新聞学 と統計学の第一次結合」の結果は

「喜ば しいもの」であった.無 作為抽 出の原

則を厳格に守 らなかった5つ の単位について

は調査のや り直 しをさせた.こ うして得 られ

た標本のデモグラフ ィック特性は以下のとお

りで,北 京市統計局の検証 を受けた結果,全

体 として北京市の実際 と符合することが確認

された.

1.性 別:男56.7%

女43.3

2.戸 口種 類:市 部70.9

農 村29.2

3.職 業:工 人30.3

農 民27.6

商 業 職 工6.8

学 生8.6

国 家干 部10.7

教 学 人 員4.5

科 技 人 員5.7

退 休 人 員4.8

待 業 人 員1.°1

4.年 齢:13～17才7.7

18～25才21.5

26～35才26.7

36～60才38.8

61才 以 上5.2

5.文 化 程 度:不 識 字4.9

初 識 字2.9

小 学14.3

中 学65.3

大 学12.7%

5種 類の人口統計のうち,職 業の分類法が

特徴的で,と りわけ工人(労 働者)と 商業職

工 を類別 した点が注 目される.国 家干部 とは

「国家機関,軍 隊,人 民団体中の公職人員を

指す.た だし,兵 士,雑 役夫を除 く」(3).干

部,教 員,技 術者の合計が20%を 越えるのは

首都の特性であろう.退 休人員は高年層,待

業人員は学校 を卒業後,職 がな く,自 主的に

勉強 しなが ら職 を待っている若年層である.

職業分類の重視は社会主義国の特徴で,こ の

後,江 蘇省社会科学院新聞研究所が実施 した

(はずである)江 蘇省における"マ ス ・コミ

ュニケー ションの受け手調査"で は,職 業別

の人口比率 を基礎 として標本抽出を行なう計

画 を持っていた.

文盲,半 文盲については不識字,初 識字と

いうカテゴリー名が,中 国の長い識字運動の

歴史を反映している.た だし,文 盲 ・半文盲

率の合計7.8%は,1982年 人口国勢調査の12.4

%(北 京市)(4)より過少となっている.こ れは

この調査が,前 述のように 「無職の家事労働

者」を除外しているためであろう.こ のこと

は性別の数字にもあらわれている.

3.読 者 ・視聴者の分布

発展途上 国である中国5)のマス ・オーディ

エンス調査は,マ ス ・メッセージ選択状況を

調査する前に,マ ス ・メディアへの接近可能

性調査 と,マ ス ・メッセー ジ受容可能性調査

を実施 しな くてはならない.そ の結果が表1

である.「読者」や 「視聴者」「聴取者」の定

義がなされていないのだが,お そらく新聞や

テレビ ・ラジオの受信機などの所有や購読な

どの習慣から判定 したものであろう.表1の

説明 として報告書は,北 京市のメデ ィア状況

を,1981年 の統計に基づ いて次のように述

べ る.

「市部各県の有線ラジオ局14 ,公 社拡大局
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表1.読 者 ・視聴 者 %

ラジオ

聴取者

テレビ

視聴者
新聞読老

全 体 96.9 92.3 81.1

性
男 97.7 93.5 84.1

女 95.7 90.8 77.3

年

令

13～17才 98.9 96.2 86.0

18--25 98.7 96.2 86.4

26～35 96.1 92.3 82.4

36--60 96.3 90.2 79.1

61～ 94.4 86.5 62.7

文

化

程

度

不 識 字 83.2 69.7 0

初 識 字 92:9 72.9 40.0

小 学 93.4
., 62.7

中 学 98.4 95.5 89.6

大 学 99.0 95.8 99.9

地

域

市 部 98.3 95.9 95.3

農 村 93.3 83.7 46.6

(放 大 站)273,有 線 ラ ジオ 拡 声 機16万6千,

有 線 ラ ジ オ普 及 率 は 生 産 大 隊98.5%,生 産 隊

98.3%.ま た,市 部 の 職 工 は,百 戸 当 た りで

保 有 す る ラ ジ オ108台,テ レ ビ81.7台 で あ り,

農 村 の 人 民 公 社 員 は 百 戸 当た りで ラジオ95台,

テ レ ビ14台 で あ る.新 聞 は,北 京 で 出 版 され

て い る もの41紙 で あ る.」

補 足 し よ う.新 聞 の代 表 紙 は 「人 民 日報 」

(発 行 部 数500万 部),「 中国 青 年 報 」(290万

部),「 工 人 日報 」(180万 部),「 解 放 軍 報 」

(150万 部),「 光 明 日報 」(105万 部)な ど(6)

また,放 送 は テ レ ビが3チ ャ ン ネ ル,ラ ジ オ

は 一 般 放 送3系 統 の ほ か,外 国 語 講 座 専 門 局

と短 時 間 のFM放 送 局 が 一 つ ず つ あ る.放 送

時 間 は ラ ジ オ は全 日放 送 だが テ レ ビ は 日曜 日

を除 き夜 間 だ け の放 送 で あ る(最 近,昼 間 も

一 部 で放 送 が 開始 された とい う).こ の 他,日

曜 日を 除 く昼 間 は,放 送 大 学 テ レ ビ放 送 が あ

り,数 学,物 理 学,工 学 な ど主 と して 自然 科

学技術系の講座が放送されている.

表1が 顕著に示すのは,農 村における 「新

聞読者」が半数未満の46.6%と いう事である.

テレビは普及率が低 くても「テレビ視聴者」は

84%も ある.共 同視聴 しているのであろ う.

職業別の表は欠落 しているので,構 成比か ら

計算すると,農 民の 「読者」はおよそ44%と

推定される.こ れが北京市の農民である.

調査報告書が明示 している農村居住者の文

盲 ・半文盲率 は17.7%で ある.し たがって農

村における 「読者」の異常な少なさは文盲 ・

半文盲 を理由 とす るものだけではない.い や,

数字か ら見れば文盲 ・半文盲だからという理

由はむしろ少数派である.そ こでこの調査は
「なぜ ,新 聞 を読 まないのか?」 を追求 して

いる.不 読者18.9%に 対 して不読の理由を尋

ね,410人(全 体 の16.9%)の 回答 を得 てい

る.こ の410人 中,355人 が農村居住者である.

あわせて表に しよう(表2).
「文化が低 いから」読めない,と 答えた者

は,市 部では53%に 達するのに農村では31%

に過 ぎない.理 由 のうち 「時間がない」「習

慣がない」「テレビ ・ラジオですむ」の合計

55%は,読 めないのではなく,読 まないので

ある.報 告書はこれについては何の解説 もし

ていないが,農 村のこの特異性 に,中 国の政

治の伝統的な問題,古 くして,か つ,新 しい

問題がひそんでいるように思われる.

表2.新 聞 を読 まない理 由 不 読 者

農 村 全 体

(355人=100) (410人=100)

1.文 化が低 い(文 盲,半 文盲)か ら 31.3% 34.1%

2.時 間が ないか ら 30.4 22.3

3.新 聞 を読 む習慣がないか ら 15.8 14.9

4.テ レビ,ラ ジオですむか ら 9.3 9.5

5.収 入が少いか ら 9.3 8.5

6.注 文 して も届か ない

(とわか っている)か ら
2.8 2.7

7.身 体が悪 くて読 めないか ら 1.1 2.9
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4.固 定 層

新聞読者,ラ ジオ聴取者,テ レビ視聴者を

確定したのち,こ の調査は次に,そ れぞれの

中から固定(穏 定)接 触層を類別 している.

類別の方法は,固 定(穏 定)層 と浮動(不 穏

定)層 に二分する方法で,分 類基準は,一 週

間の うち接触 日数の比較的確定している人を

固定層 とした,と あるだけで,そ れ以上のこ

とは明らかにされていない.

固定層 と判定された人数は,.ラジオ1,198人

(全体の49.4%),テ レビ963人(同39.7%),

新聞876人(36.2%)だ が,こ の人数 を表1の

読者 ・視聴者数で割 ると,表3の 左表のよう

になる.接 触者に占める固定層の割合いはテ

レビより新聞の方が高い.

性別 ではどのメディア も男の方が多い.報

告書は 「女性は男性よりも文化程度が低いこ

と,及 び市部の女性労働者の一 日平均家事労

働時間が男性労働者よりも66%高 いか らだ」

表3.固 定層

各接触者に占める固定層の%

ラジオ テ レ ビ 新聞

全 体 51.0 43.0 44.5

性
男 56.5 46.6 51.7

女 43.8 38.2 34.3

年

令

13～17才 47.3 41.3 34.4

18-25 40.5 32..7 29.8

26--35 47.5 31.3 40.7

36～60 59.1 51.2 55.6

61-一 59.7 61.5 70.0

文

化

程

度

不 識 字 40.4 50.6 0

初 識 字 43.1 64.7 31.0

小 学 56.0 53.8 39.9

中 学 49.0 39.9 41.3

大 学 61.2 42.5 64.4

地

域

市 部 51.1
..

一'1

農 村 51.0 54.8 27.4

職

業

工 人

A

未

発

表
V

農 民

商業職工

学 生

国家干部

教 貝

科技人員

退休人員

待業人員

固定層の一日平均接触時間(分)

ラジオレ レ司 新聞

(未 発 表)

74 92 55

73 96 53

67 59 35

74 98 53

78 98 50

70 93 57

89 110 76

69 111 0

80 99 34

80 105 50

74 96 54

65 60 57

68 86 56

89 108 41

67 99 55

89 110 43

70 91 57

65 43 39

64 79 62

61 56 54

?3 62 54

88 118 70

45 85 28
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と解説している.ま た,文 化程度別で,低 い

層でテレビが他のメディアより優勢である理

由は,テ レビが 「形音兼備」 という 「吸引力

を持つため」である.

表3の 右表は,左 表の固定層の一 日平均メ

ディア接触時間を分数で示 した もので,全 体

の平均分数 は発表されていないが,他 の数字

か ら計算すると,ラ ジオ74分,テ レビ94分,

新聞54分 という推定値が出る.テ レビが トッ

プになるのである.こ の数字は固定層の平均

であり,か つ,時 間の計算方法が明 らかにさ

れていないので,直 接比較は出来ないが,参

考 までに日本のNHK「 国民生活時間調査」

(10才以上の全国民対象,1980年)で は,平

日の行為者平均で,ラ ジオ151分,テ レビ207

分,新 聞43分 であって,順 位は中国 と同じで

ある.

表3か ら属性別に3メ デ ィアを比較す ると,

まず性別では女性が,テ レビ固定層で男性 よ

り少いのにテレビ視聴時間では男性 より多く

なっている.中 国でもテレビは"女 性向 き"

のメディアである.

年令別 では13～17才 のラジオ ・テレビ視聴

時間が最少 である.「 この年代は大部分が在

校生で,作 業負担が重 く,か つ,彼 らの視聴

時間を家長が制 限す るからだ」 と解説されて

いる.3メ ディアともに高年層が最多最長であ

ることを含め,高 年ほど多いパターンは,ラ

ジオを除けば,日 本 も同様 である.

次に文化程 度別 では,「 新聞は文化程度に

正比例 し,放 送は反比例 の傾 向に ある」.た

だ しラジオの固定層は大学卒が最多で,む し

ろ新聞のパター ンに近い.後 述する中国のラ

ジオの歴史的性格のためであろうか.

地域別は文化程度に似ている.テ レビと新

聞が対照的である.ラ ジオはここでは,両 者

の中間よりややテレビ寄 り,農 村寄 りである.

左表 と右表を比較すると,ど の属性 もほぼ

同傾向の中で,性 別でテレビ,文 化程度でラ

ジオが逆傾向を示すのが注 目される.

分散は,新 聞の不識字(文 盲)を 除けば,

やは りテレビ視聴時間が最大である.

職業別は分数 しか発表されていないが,こ

れによるとテレビは退休者,農 民,工 人が ト

ップ3で,ラ ジオは農民,退 休者が,新 聞は

退休者,国 家干部,商 業職工が平均値 を越え

ている.退 休者は 「幹部の隊列の若年化」政

策(7)による原則 として60才 退職制の結果,生

み出されたもので,社 会情報に対する強い欲

求がうかがわれる.

5.ニ ュ ー ス を何 か ら知 るか

「国 家 の 大 事 を 了 解 す る の に
,主 と して ど

の チ ャネ ル を通 して 知 るか?」 と い う質 問 で

一 つ だ け 選 ばせ た 結 果 は
,表4の よ うに 新 聞

39%,ラ ジ オ36%,テ レ ビ20%と な っ た.た

だ し,こ れ は 回 答 者2,325人(総 標 本 の96%)

を母 数 と して い る,つ ま り無 答 者 を除 い て い

るか ら,日 本 流 に 直 せ ば そ れ ぞ れ37%,34%,

19%と な る.日 本 で 「ニ ュー ス を何 か ら知 る

か 」 と い う調 査 を行 う と,た と えばNHK

(1980)に よ れ ば,テ レ ビ92%,新 聞83%,

ラ ジ オ48%(16才 以 上 の 全 国 民 ・MA)の よ

う に テ レ ビ と新 聞 が並 び,ラ ジ オ は ず っ と少

な くな るの が ふつ うで あ る.中 国 では テ レ ビ

が ラ ジ オ に 代 位 して は い な い.

表4.ニ ュ ース を何 か ら知 るか

n 新聞 ラジオ テレ ビ 人か ら

聞 いて

内 部
資料で

全 体 2,325

■

38.9 35.5 19.5 4.9 o.s

男 1,326 44.9 33.5 16.4 3.5 1.3

女 999 31.0 38.2 23.5 6.8 o.a

市 部 1,672 49.8 30.4 16.6 i.s 1.1

農 村 653 11.0 48.5 Zs.s 13:6 0

不識字 104 0 51.9 21.2 26.0 0

初識字 68 5.9 55.9 zo.s is.2 0

小 学 325 19.7 46.8 22.5 10.8 0.3

中 学 1,525 41.2 33.2 21.8 2.6 0.8

大 学 303

1

69.0 25.1 3.3 0.7 2.0

6



この表の分析は報告書が比較的詳 しく記述

しているので,以 下にほぼ全文を訳出しよう.

「市部は比較的新聞が普及しており,文 化

程度 も高いので,半 数近 くがニュースを新聞

に頼っている.反 面,農 村ではわずか11%で

ある.た だ,北 京郊外の放送網は比較的健全

で,ラ ジオと有線放送の普及率が非常に高い

ので,家 事労働 と家庭の副業がラジオを聞 き

ながら出来 る.こ のため農民の半数近 くが ラ

ジオか らニュースを獲得出来 るのである.」

「新聞の読 者はラジオ ・テレビの視聴者 よ

りも少いのに,こ の質問ではなぜ首位 を占め

るのか?ラ ジオ,テ レビ,新 聞の三つのメ

デ ィアの特徴 を見ると,ラ ジオ ・テレビは迅

速で,・印刷 は不要で,配 達等の制限条件 も無

い点は優れているが,他 面,ニ ュースは一般

に比較的簡単で,一 過性であり,く まな く見

た り聞いたりはしないし,も う一度見聞きす

ることも不可能で,選 択性が非常に少い.新

聞はニュースの選択性が強 く,見 たいと思 う

記事だけを見ればよく,見 ながら考 えること

も出来て,記 憶す るのにも便利だから,人 に

よっては完全にラジオを聞 き終ったあと,さ

らに新聞を読んだ りするのである.す でにラ

ジオやテレビでニュースを獲得 した人たちが

また新聞を読むのは,新 聞のニュースは頭脳

の中に印象深 く留まるからで,彼 が主として

新聞からニュースを得ていると思 うのは,こ

のためである.」

「なぜ ラジオはテレビより高率か?主 要

な理由は,テ レビはまだチャンネルが少 く,

放送時間 も短か く,視 聴者のニュース要求 を

満足させることが出来ないからである.

人びとがニュースを何から知るかは,今 後

も総合考察を進めることが必要である.現 在

の農村はラジオだけが比較的普及 している.

しか し農村の経済的発展に従って,農 民の保

有す るテレビ受信機は急速に増加 している.

またもし,農 村に対する新聞拡大工作を積極

改善するならば,農 村は依然として新聞発行

の広大な天地である.今 回の調査では1,852人,

全体の76.4%が,ラ ジオとテレビと新聞の3

メデ ィアの兼接触者であることが判明した.

将来,こ の数が増えれば増えるほど,3メ デ

ィアの相互依存 と相互競争の関係はいっそう

きわ立つだろう.各 メディアが長所を伸 ばし

短所 を避け,自 己の優勢を十分発揮し,特 徴

を示 し,相 互に配合 し,補 充 し合 うことを求

めたい.」

6.嗜 好調査

表5～7は,ラ ジオ,テ レビ,新 聞の内容

を分類 して被調査者に示し,そ れぞれについ

て 「好 きなもの」三つ を選ばせた結果である.

「人びとの興味の特徴 を根拠 として,宣 伝報

道を改善するために」実施された.選 択肢数

はラジオ と新聞が各17,テ レビは15項 目で,

回答者数 はラジオ2,328人,テ レビ2,238人,

新聞1,894人 である.こ の入数は表1の 視聴

者 ・読者の,そ れぞれ99.1%,100%,96.2%

に当たる.回 答結果は,例 によって無答者 を

除いた回答者数を分母 としてパーセン ト計算

されているが,ブ レー クごとに実数(n)が 報

告 されているのであわせて表にした.な お,

各表の 「全体」については第3位 までしか数

字がないので第4位 以下は筆者の計算による.

また,わ か りやす さを考慮 して,表 を全体の

順位に従って並べ変 えた.

このぼ う大な数表を仔細に検討すると 「人

民群衆の濃厚な空気が匂って くる」(安 崗論

文).が,そ の前 に,私 たちに とっては分類

された選択肢項目についての理解が必要であ

ろう.ま ずラジオとテレビだが,ど んな内容

がどんな編成で放送 されているのかの一例 と

して,基 幹放送である中央電視台(中 央テレ

ビ局)第 一テレビ(全 国放送)の 一週間の番

組表 を作ってみた(表8).中 国のテ レビ局

は 日本のような週間番組表 を持たないので,

これは筆者が北京滞在中,街 で売っていた「電

視周報」(中 央電子 台発行)か ら作成 したも

7
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表5.好 きな ラジ オ番組

全 体

性 年 令 文 化 程 度 地 域 職 業

男 女
13--

17

18--

25

26～

35

36～

60
61～ 不識字 初識字 小学 中 学 大学 市 部 農村 工人 農民

商業

職工
学生

国家

干部
教員

科技

人員

退休

人員

待業

人員

n 2,328 1,338 990 184 511 616 900 117 92 64 318 1,550 304 1,682 646 712 608 161 208 258 107 135 111 as

1.ニ ュースと新聞摘要 65.4 69.4 60.0 38.6 54.8 64.9 76.3 71.8 40.2 42.2 :: 65.2 85.5 75.6 38.7 73.9 37.5 73.9 50.5 88.4 86.0 87.4 80.2 60.7

2.連 続小説 45.2 42.4 49.2 65.8 41.5 49.2 40.9 42.,7 47.8 54.7 56.3 47.0 22.0 :: 62.2 41.3 62.5 39.8 48.6 29.1 33.6 26.7 45.9 60.7

3.伝 統劇と音楽番組 41.2 41.3 41.2 19.0 34.6 43.0 46.1 58.1 79.3 71.9 59.7 36.5 28.0 36.5 53.6 42.1 55.3 45.3 .. 34.1 19.6 26.7 54.1 25.0

4.ス ポ ー ツ 17.6 25.1 7.4 32.1 23.7 17.4 12.8 6.0 2.2 1.6 9.7 20.9 16.8 20.5 9.9 21.5 9.5 14.9 34.6 17.4 20.6 14.8 7.2 25.0

5.全 国 ネットワー ク 17.4 20.9 12.7 6.0 6.3 15.6 26.0 28.2 9.8 3.1 16.7 15.4 34.2 ai.o 8.0 16.6 7.7 18.0 7.2 38.0 28.0 31.9 22.5 3.6

6.ラ ジオ劇場 16.0 10.4 23.5 26.6 22.5 18.7 8.9 11.1 12.0 10.9 12.6 18.9 6.9 13.5 22.4 11.6 za.7 15.5 22.1 6.6 10.3 10.4 10.8 17.9

7.青 年番組 13.9 9.8 19.4 28.3 36.8 10.2 2.0 1.7 1.1 3.1 2.8 19.5 2.6 13.6 14.6 16.0 14.0 21.7 25.5 7.0 5.6 1.5 0.9 32.1

8.文 芸 ポス ト 13.4 11.3 16.2 16.3 18.6 13.0 11.1 5.1 4.3 7.8 8.8 16.3 7.2 13.2 13.8 13.2 14.1 22.4 17.3 11.6 11.2 5.2 4.5 17.9

9.文 学鑑賞 11.8 10.7 13.2 13.6 16.6 15.6 7.1 3.4 一 1.6 1.9 13.6 18.4 14.9 3.7 12.6 3.1 14.9 20.2 18.2 21.5 14.8 z.7 21.4

10.外 国語講座 7.4 7.7 7.0 3.8 9.2 6.0 7.8 9.4 一 1.6 0.3 4.3 33..9 9.9 0.9 4.6 0.3 2.5 13.9 10.1 19.6 35.6 6.3 7.1

11.農 村向け番組 7.3 7.5 7.0 4.3 2.9 7.1 10.1 9.4 16.3 12.5 16.0 5.4 3.6 3.8 16.3 4.2 16.8 3.7 1.9 4.3 7.5 z.z 4.5 一

12.科 学技術番組 6.6 8.2 4.4 6.5 5.9 6.8 7.2 4.3 1.1 1.6 2.5 7.0 11.5 7.6 4.0 8.3 3.8 3.1 8.2 6.2 4.7 17.8 2.7 7.1

13.子 ども番組 4.6 2.4 7.6 17.9 o.s 5.4 3.9 1.7 4.3 3.1 2.8 5.2 3.9 4.8 4.2 3.4 3.5 3.1 13.0 4.7 9.3 4.4 1.8 一

14.そ の他 4.0 4.0 3.9 3.3 5.1 4.4 3.0 6.0 5.4 6.3 5.0 3.7 3.3 3.9 4.2 4.6 4.1 5.0 5.3 1.9 0.9 0.7 7.2 3.6

15.広 告 2.8 3.0 2.5 4.9 3.3 2.8 2.1 2.6 3.3 3.1 3.5 2.9 1.3 2.3 4.2 3.2 4.3 1.9 2.4 1.2 1.9 一 0.9 7.1

16.社 会服務 2.4 1.9 3.1 1.1 1.8 2.4 3.1 1.7 1.1 3.1 1.6 2.8 1.3 2.7 1.5 3.7 1.6 2.5 1.0 3.5 0.9 0.7 1.8 3.6

17.部 隊 と民兵 0.7 1.0 0.4 0.5 0.8 0.5 o.s 1.7 一 一 1.9 0.7 一 1.0 0.2 1.4 o.a 1.2 0.5 0.8 一 一 0.9 一



i

㊤

i

表6.好 きなテ レビ番 組

性 年 令 文 化 程 度 地 域 職 業

全 体

男 女
13--

17

18～

25

26--

35

36--

60
61-一 不識字 初識字 小学 中学 大学 市 部 農村 工人 農民

商業

職工
学生

国家

干部
教貝

科技

人員

退休

人員

待業

人員

n 2,238 1,284 954 179 499 595 858 107 81 51 302 1,509 295 1,648 590 703 553 157 204 252 104 130 107 28

1.テ レ ビ ドラマ 55.7 49.5 64.2 62.6 57.5 58.7 52.9 43.0 61.7 60.8 57.3 58.1 39.7 49.8 72.4 54.3 72.3 52.9 48.5 42.5 45.2 46.9 52.3 46.4

2。 ニ ユ ー ス 50.4 55.7 43.5 41.9 45.9 47.1 56.5 57.0 11.1 33.3 44:7 49.8 73.6 60.4 22.9 54.6 22.2 53.5 55.9 69.8 73.1 70.8 61.7 53.6

3.劇 映画 40.0 36.4 45.1 42.5 40.7 45.2 37.2 29.0 58.0 51.0 43.0 40.4
'

29.2 33.1 59.7 36.1 60.0 34.4 33.8 32.1 14.4 40.0 29.9 32.1

4.世 界見聞 35.5 39.3 30.4 34.1 37.7 37.6 34.0 27.1 1.2 7.8 17.5 37.9 55.6 44.7 9.8 42.0 8.7 37.6 47.5 52.0 51.9 50.8 27.1 53.6

5.+°,J¥一 ツ 24.8 33.3 13.4 40.8 30.9 28.2 16.8 15.9 8.6 5.9 10.6 28.2 29.8 28.9 13.4 30.6 13.0 21.0 45.6 21.8 32.7 24.6 13.1 28.6

6.伝 統劇 中継 20.5 19.9 21.3 5.6 6.8 15.8 31.1 50.5 74.1 60.8 46.7 13.7 6.8 13.7 39.7 14.1 41.2 18.5 4.9 13.1 7.7 6.9 38.3 7.1

7.文 芸番組 19.9 18.2 22.3 24.6 25.3 20.3 17.1 8.4 7.4 17.6 20.9 22.5 10.2 18.1 25.1 19.9 24.4 31.8 16.7 15.9 12.5 10.0 15.0 21.4

8.祖 国各地 13.0 13.6 12.1 7.8 9.8 9.1 17.2 22.4 6.2 7.8 14.9 12.1 17.6 15.3 6.3 14.1 5.8 18.5 11.3 20.6 19.2 9.2 18.7 7.1

9.文 化生 活 5.8. 4.0 8.2 6.1 9.8 5.9 3.7 1.9 一 一 2.3 6.9 6.1 6.1 4.7 5.8 4.3 10.8 6.4 6.7 4.8 6.2 a.s 3.6

10.あ なたへ の服務 5.4 3.1 8.4 6.1 5.2 6.2 4.8 4.7 3.7 a.o 4.3 6.0 4.4 6.0 3.6 6.8 3.8 4.5 4.4 6.0 6.7 2.3 6.5 10.7

`

11.学 習講座 4.5 4.1 5.0 3.4 7.6 4.4 3.4 1.9 一 一 1.0 4.4 10.5 5.7 1.2 4.4 1.1 3.8 5.9 5.2 9.6 14.6 1.9 7.1

12.観 察 と思考 4.3 3.7 5.1 5.0 6.6 5.2 2.3 2.8 一 一 1.7 5.4 3.4 5.4 1.2 5.5 1.3 2.5 6.9 4.8 8.1 4.6 2.8 7.1

13.新 劇 中継 4.2 3.2 5.5 3.4 2.8 4.0 5.2 3.7 3.7 2.0 4.3 3.9 5.8 4.1 4.4 3.1 4.5 3.8 3.4 4.8 7.7 4.6 5.6 3.6

14.そ の 他 2.1 2.4 1.8 3.4 3.2 2.0 1.4 1.9 2.5 2.0 2.6 2.1 20 2.0 2.5 2.1 2.7 2.5 2.9 1.2 1.0 1.5 0.9 3.6

15.広 告 1.1 1.1 1.2 1.7 1.8 1.7 0.3 一 1.2 2.0
幽

1.3 1.3 一 0.7 2.4 0.7 2.5 1.9 0.5 一 一 一 0.9 3.6
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表7.好 きな新 聞内容

全 体

性 年 令 文 化 程 度 地 域 職 業

男 女
13～

17

18--

25

26--

35

36--

60
61～

,

不識字 初識字 小学 中学 大学 市 部 農村 工人 農民
商業

職工
学生

国家

干部
教員

科技

人員

退休

人員

待業

人員

n 1,894 1,125 769 154 428 518 720 74 0 23 199 1,369 303 1,622 272 684 239 153 203 257 104 136 90 28

1.国 際 ニ ュー ス 43.1 47.2 36.9 44.8 47.9 43.4 39.7 40.5 21.7 34.7 42.4 52.8 44.5 34.6 43.3 33.9 37.9 50.7 38.5 44.2 55.9 38.9 75.0

2.党 ・国家指導者の活動 39.4 41.6 36.2 .. 28.7 40.2 48.8 47.3 30.4 33.7 38.6 47.2 41.3 27.9 39.3 28.5 47.1 22.7 49.0 48.1 48.5 47.8 21.4

3.ス ポー ツ 25.2 31.1 16.5 51.3 31.5 27.4 15.6 12.2 8.7 14.1 28.1 20.5 25.2 25.4 27.0 24.7 23.5 47.8 13.2 29.8 14.0 7.s 32.1

4.文 学芸術 22.9 16.3 32.6 31.8 33.4 25.1 14.2 13.5 13.0 9.0 25.5 21.1 23.1 21.7 21.8 20.9 28.1 34.0 24.5 21.2 16.2 8.9 28.6

5.知 識趣味 22,.9 20.4 26.5 34.4 32.7 22.8 15.6 13.5 一 7.0 25.5 23.1 24.5 13.2 24.7 11.3 24.2 35.5 21.0 26.0 17.6 12.2 42.9

6.道 徳 風習 19.7 14.9 26.7 16.9 19.6 18.1 21.3 21.6 17.4 24.1 21.0 11.2 18.9 24:6 20.5 23.4 .. 17.7 16.7 18.3 8.8 22.2 10.7

7.読 者欄 18.2 16.2 21.2 11.7 24.1 20.1 15.7 14.9 21.7 14.1 20.3 12.5 17.3 25.0 20.9 24.? 16.3 11.3 17.9 16.3 13.2 15.6 14.3

8.政 策理論 14.8 17.8 10.5 1.3 6.1 11.8 24.1 21.6 8.7 14.1 13.3 zz.s 15.7 9.6 11.4 9.6 17.0 4.4 32.7 17.3 20.6 16.7 一

9.科 学 技術 の成果 14.2 17.2 9.9 9.1 11.2 14.1 16.5 20.3 一 10.1 10.8 33.3 14.9 9.9 11.8 10.9 5.9 13.3 11.3 21.2 44.9 11.1 14.3

10.党 風党 紀 13.5 15.8 10.1 1.9 3.3 10.6 23.3 21.6 21.7 21.1 12.3 13.5 14.9 5.5 13.0 6.3 13.1 1.5 27.2 15.4 18.4 18.9 3.6

11.法 律 治安 11.4 13.3 8.7 15.6 9.8 12.5 10.3 16.2 47.8 18.1 11.0 6.3 10.7 16.2 12.6 17.2 9.2 1 6.2 4.8 8.8 20.0 10.7

12.先 進 人物 9.9 8.2 12.4 10.4 7.9 9.8 11.1 8.1 8.7 20.6 9.0 6.9 8.8 16.5 8.6 is.7 11.8 7.4 6.6 9.6 4.4 22.2 7.1

13.市 場物価 9.7 8.1 12.1 3.9 8.2 12.2 10.1 9.5 8.7 16.1 9.9 5.0 10.3 6.3 14.5 6.7 11.8 2.5 7.0 4.8 7.4 11.1 10.7

14.マ ン ガ 7.1 5.7 9.2 29.2 8.9 5.6 3.2 冖 13.0 3.0 8.3 4.3 6.9 8.5 6.9 7.1 2.6 24.6 3.1 2.9 2.9 1.1 3.6

15.教 育衛生 6.6 2.8 12.1 2.6 5.8 7.1 7.4 6.8 13.0 8.0 6.4 5.9 6.8 4.8 5.7 5.0 7.8 4.4 5.8 15.4 5.1 14.4 3'.6

16.生 産建設 6.4 7.8 4.4 2.6 3.0 4.6 9.6 16.2 17.4 11.6 4.7 9.9 6.3 7.4 5.3 7.9 2.6 3.4 11.7 4.8 6.6 12.2 3.6

17.広 告 2.2 2.2 2.3 2.6 3.5
,

2.5 1.5 一 一 5.5 2.3 一 1.5 7.0 2.3 7.5 1.3 1.0 1.2 一 一 一 7.1
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表8.中 央電 視 台第 一 テ レ ビの番組(1983.10・ 第 一週)

5:30 6 7 8 9 10 11pm

1 Ill

月 統計学原理

表
音
講
座

英語講座 ニ ユ ー ス
靉

皇
活

連 続劇
「華 夛庚」(浙 江 台)

C

M

ス ポー ツ

女子 バ レー 中継録 画

火
楽譜の

よみ方

品質管理

講 座

表
音
講
座

英語講座 ニ ユ ー ス 連 続劇 「隼 夛庚 」

ス シ

イ ン
ミ ク
ン ロ

グ ・

C

M

近代史

講 座

ドキュ

メン ト

11

水 統計学原理

表
音
講
座

英語講座, ニ ユ ー ス
健

康

小ドラマ
「彼ら」

(北京広

播学院)

新 劇
「セー ルス マ ンの死 」

(北京 人民芸 術劇 院)

木
楽譜の

よみ方

品質管理

講 座

表
音
講
座

英語講座 ニ ユ ー ス
マンガと

子 ども向け番組

連続劇C
「紅紅 的雨 花石 」(中 央 台)M

纛
睥蘊

近代史

講 座

金 統計学原理

表
音
講
座

英語講座 ニ ユ ー ス 記録映画

中継録画
「質量月」

文芸晩会

ぶ
z

i

テ レビ ドラマ
「ら くだ山下 」

(中央戯 劇学 院)

土
楽譜の

よみ方

品質管理

講 座

表
音
講
座

英語講座 ニ ユ ー ス

番
組
紹
介

ス シ

イ ン
ミ ク
ン ロ

グ ・

劇 映画 「精変 」

C

M

コ祖
泰 国

山 各L地

映

画

連続劇
「紅紅的雨花石」

日 (休 止)

マ ンガ
「ニ ル ス

の

旅 行 記」

ニ ユ ー ス
服

務

コ祖
長 国
江 各
L地

文
化
生
活

兄
弟
民
族

世
界
各
地

映

画
伝 統 劇

〈注 〉 この 他 に 日曜 日は,午 前8:30～12:15,午 後2:00～5:20放 送

11:30



のである.NHK総 合テレビと同様に夜7時

の30分 ニュースが編成の根幹 となってお り,

それ以前は週間編成による教育番組だが,そ

れ以後は随時編成で,主 として娯楽番組であ

る.娯 楽番組の大半は ドラマで,長 時間ス ト

ー リー ものが毎夜放送 されており,そ の制作

に当っているのは各地のテレビ局,撮 影所,

劇団,演 劇大学など,驚 くほどの盛況である.

伝統劇 とは京劇,昆 曲など中国独得の歌劇を

いう.金 曜日の文芸晩会(文 芸のゆうべ)は,

半月ほど前に北京の中山公園音楽堂で行われ

た 「品質向上運動月間」 ショーの中継録画で,

新旧音楽の演奏や歌,漫 才 などが次々にくり

ひろげられる間に,客 席の有名人(政府要人)

も写 し出された り挨拶 した りして会場全体が

和気あいあいの雰囲気に満たされるに ぎやか

な番組.テ レビの 「文芸番組」はこの種のバ

ラエティショーを意味するようだ.

教養番組の 「世界各地」は各国の放送局 と

提携 した ドキュメン トで,「 ライプチヒの女1生」

「ベネズエラの水利計画」「美雨的琵琶湖」な

どを放送 していた.一 方,「祖国各地」は 「泰

山」「長江」など連続放送 ものがある.ま た,

「文化生活」 という番組は数 コーナーに分か

れており,こ の日は,人 気 ドラマ 「人到中年」

を作 った長春撮影所の一 日,文 化ポス ト(ポ

ス トは投書 と回答の意)「 魯迅のペンネーム

の由来」,そ して国歌紹介 「義勇軍行進曲」

とい う内容 であった.ま た 「服務」(奉 仕)

と名のつ く番組はラジオにもあるが,内 容は

いわば"そ こが知 りたい"で,半 自動式長距

離電話のかけ方,植 物害虫の予防法,商 品知

識などの他,こ とわざの来歴や,ア テレコ声

優のお顔拝見などであった.ラ ジオの 「部隊

と民兵」は人民解放軍向けの放送である.

「中国新聞年鑑」(1982年 版)は 各紙各局の

「重要 コラム」 と 「重要番組」を一つずつ紹

介 しているが,こ れによると,中 央ラジオ局

は 「全国ネッ トワーク」を,中 央テレビ局は

「観察 と思考」 を重要番組 と指定 している.

「全国ネッ トワー ク」(「各地人民広播電台聯

播」略称 「全国聯播」)は1951年 開始の長寿番

組で毎夜8時 か ら30分間,第 一放送か ら重大

ニュースや,党 ・政府の重要政策などの告知

と論評 と教育の番組である.「観察 と思考」

は1980年 開設 したテレビ初の評論番組だが,

表6で 人気が下位だったせいか どうか,私 た

ちが訪れた1983年 秋には見当らなかった.

夜7時 以降の番組放送時間は必ず しも予定

どお りには進行せず,時 間延長はしばしばで

あった.日 本の放送界 と比べ ると実に大陸的

でおうようなものである.な お,表8以 外に

日曜日は,午 前中が主 として子 ども番組,午

後は英語,日 本語など語学講座が中心であっ

た.

新聞内容の分類にはよくわからぬ所 もある

が,数 表か ら逆に推定出来る部分もある.た

とえば 「道徳風習」は 日本では考えられない

記事分類だが,女 性,商 業職工,農 村部に き

わ立って高 く,こ うした組み合わせは他の記

事にないことから,旧 習 ・迷信打破 を含む冠

婚葬祭関係の記事やコラムと推定すれば,い

わば婦人欄の役割 りと推察出来る.同 様にし

て 「知識趣味」はヤングを含む家庭欄に,「文

学芸術」はテレビの 「文芸番組」 と同 じく芸

能 ・娯楽を含む学芸 ・娯楽欄 ・記事に相当し

よう.こ の他,国 際,政 治,経 済,運 動,投

書,科 学,マ ンガ,広 告などが弁別出来る.

日本で最人気の 「社会面」と 「ラ ・テ面」が

ないが,犯 罪記事は 「法律治安」に含まれて

いるのであろう.こ の他 「政策理論」「党風

党紀」「先進 人物」は社会主義国特有の内容

だが,日 本でも 『赤旗』'にはあるから,理 解

不能 というほどでもあるまい.

さて,表5～7の 数表を分析 しよう.

まず,報 告書は言 う.

「読 み取れ るこ とは,今 日の放送 と新聞が

そなえている報道 と娯楽の内容は各々異る吸

引力を持ってお り,受 け手数 も違 うので,発

揮作用の範囲が異るということである.ラ ジ
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オは報道作用が第一だが,娯 楽作用 も比較的

強い.テ レビは今の所,報 道作用 より娯楽作

用の方が強い.新 聞は主としてニュースを掲

載 しているのだか ら当然,報 道作用が突出し

ている.受 け手の好みというものは,家 庭環

境,個 人の経歴,教 育程度,文 化修養,年 令

性別,職 業の特徴,風 俗習慣,民 族伝統等の

多種の要因の影響 を受けて,異 る特徴 を示す

のである.こ こでは文化程度,年 令,職 業,

居住地区,及 び性別 だけの要因か ら,こ れら

が彼 らの好みに与える影響 を分析 しよう.」

以下は,主 要部分の要約である.

「ラジオでは性差は少いが,テ レビでは男

は報道,女 は娯楽性 を好む傾向がある.新 聞

では国家の大事への関心は同 じだが,男 はス

ポーツ,女 は文芸 を比較的好むようだ.

年令別では,36才 以上は国際ニュースより

も国内ニュースへの関心が多 くなる.

文化程度はニュースへの興味と正比例す る.

地域別では,新 聞の トップ3の 順位が市部

と農村で変らないのに,放 送では市部は報道

性,農 村は娯楽性嗜好 と分かれる.こ の理由

は,文 化程度の違いと,農 村の生活が市部ほ

どはニュースを求めないからだが,こ の他に,

現在の放送ニュース番組編成が 「不当」で,

農繁期には農民がニュースに接触出来ないた

めである.

職業上の関係では,農 民は農村向け番組 を,

科学技術者は科学技術の報道 を,国 家干部は

政策理論 と党風党紀の記事 を好む人数が他の

]職業の人よりも多くなっている.

放送 ・新聞の視聴者 ・読者への影響は,興

味を持った受容者に対 してのみはたらく.こ

の調査研究は,視 聴者 ・読者の,情 報に対す

る要求をよ く知 ると共に,彼 らの需要 を根拠

として放送番組 を合理的に編成し,新 聞の報

道内容を科学的に配置 し,視 聴者 ・読者 をし

て有限な自由時間内に最 も豊富な情報を獲得

させ,も って放送 ・新聞の影響 を拡大す るた

めなのである.」

次に,数 表の傾向を日本の場合 と比較 ・考

察 しよう.

全般的に報道系のメッセージは,メ ディア

を問わず学歴の高いほど接触度が高 く,娯 楽

系メッセージは女性が男性 より高いとい う結

果は 日本 と同 じで,民 族や体制の差 を感 じさ

せない.ま た年令別では,ニ ュースは少 くと

も国内ものに関する限 り,60才 までの高年層

ほ どよ く接触するという点も,日 本の結果 と

似ていよう.

新聞で国際記事が トップ,テ レビで 「世界

見聞」が36%も 示 したことは当局者にも意外

だったようだが,外 国への関心は技術者,学

生,高 学歴者,若 ものを先頭に高まっている

のであろう.上 海テレビ局では 「国際瞭望」

「国際縦横」といった新番組を企画中とのこ

とであった."国 際化"は 日本のテレビでも

進行 中で,人 び とが外国を知 りたがる傾 向,

いわば世界的視圏の大衆的拡大は,全 世 界的

傾 向なのかも知れない.

テレビ 「世界見聞」の嗜好者構造は,か つ

ての日本のテレビ 「洋画劇場」 と,ま た,京

劇などの 「伝統劇」のそれは日本のテレビ捕

物帳時代劇や"い うもの"演 芸 と似ている.

スポーツは3メ ディア とも若 い人ほど好む

結果が出ているが,日 本でも嗜好率を調べれ

ば同 じ傾向が出るようだ.す なわち,こ の諢
メ

査は"視 聴率"で はな く"嗜 好率"で ある事

に留意が必要である.

テレビ ドラマ,連 続小説,劇 映画(ほ とん

どが中国製)の ス トー リー群は,低 学歴,農

村型である点は伝統劇 と同じであるが,年 層

別では逆で,む しろ若い層に好まれている傾

向は興味深い.日 本のNHKテ レビ 「おしん」

は圧倒的に高年層ほどよ く見る番組だったの

だが,あ の種の ドラマ も中国では異る見られ

方をするのであろうか.職 業別にみると,こ

れらのス トー リーものに対する好みは農民層

が群 を抜いて高 く,中 国映画や ドラマの理解

に とって,中 国の農村社会の研究が必須であ
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ることを痛感 させ られる.

新聞記事の嗜好については,そ もそ もテレ

ビ ・ラジオと同 日に論 じ得 るか という問題が

あろう.前 述の報告書の指摘のように職業 と

の関連が顕著だが,顕 著過 ぎる感が しな くも

ない.し か しこれを嗜好率ではなく利用率 と

受け とれば首肯できる.質 問を嗜好ではな く

利用を聞けばまた違った結果が出たのではな

かろ うか.た とえば 「法律治安」記事に対す

る嗜好は文化程度別の初識字(半 文盲)層 が

48%と いう高率 を示 し,標 本数が少いとはい

え,同 層の最も好む記事 となっているが,反

面,教 員層,干 部層では5%,6%し か選ん

でいない.利 用率 を調査すれば異る数字にな

ったと思われる.

お わ りに

今 日の中国における三つのマス ・メディア,

新聞,ラ ジオ,テ レビを比較す ると,第 一に,

やは り新聞が,そ の社会的役割の重要性の点

でリーデ ィング ・メディアの位置を確保 して

お り,第 二に,テ レビは急速に普及 して(8),

大都市では普及率80%を 越えているが,に も

かかわらずテレビはなお初期の様相 を呈する

ニューメデ ィアであって,ラ ジオの後塵を拝

している と言えるだろう.

中国の今 日のラジオ放送は,歴 史的にも中

国共産党の延安時代に開始 された新華社の一

部分 としての新華放送(1940年 開局)か ら発

展 した放送であ り,「新華 日報」(1938年 創

刊)と 共に革命闘争の伝統 を持つオール ド・

メディアなのである.全 国放送であるラジオ

第一放送は今 日も一 日18回の定時ニュースを

流 しているが,第 一テレビはまだ,一 日1回

に過 ぎない.テ レビは今 日も娯楽メデ ィア乃

至教育 メディアであって,報 道メディア性は

第二義的なのである.そ して,こ のように初

期のテレビが報道メディアというより娯楽 メ

ディアとして登場す るのは,30年 前の 日本に

おいても同様であった.

テレビの影響力を過大評価 し,と くに青少

年への悪影響を憂える声のあらわれるのも初

期の特徴で,た とえばあるテレビ批評は,テ

レビ ドラマで俳優がタバコを吸わぬよう要求

しているが,そ の理由は,タ バ コは有害であ

り,と ぐに青少年に悪習慣をつけるから,と

いうのである⑨.

次に,今 回の北京市人民の調査報告書が明

らかに したマス ・オーディエンスの実態の特

徴は,第 一に多くの点で 日本人 と類似 してい

て,相 違点を見出すことは類似点 を見出すこ

とよりも困難であること,と くに嗜好のよう

な感性のレベルではそうであ り,メ ディアの

中ではテレビのようなニューメデ ィアにおい

て,自 由でいきいきとしたコミュニケーショ

ンが形成されていたことである.そ して第二

に,日 本人との最大の相違点でもあるが,中

国の農民の,他 の諸階層 と比べた場合の特異

性である.(中 国人の80%が 農民 といわれる).

表1と 表2で 顕著にあらわれていたことだ

が,表6「 好 きなテレビ番組」の職業別 を分

析すれば,農 民層が他の諸階層からひとり離

れた嗜好パターンを持つことに気づかずには

い られない.テ レビほどではないがラジオ(表

5)に も同様に見られるこの異質性は,極 端

なアンチ ・ニュース傾向 と,そ の反面 として

のプロ ・ス トー リー傾向 として特徴づけられ

る.こ の反ニュース性は徹底 したもので,全

国ニュース,ロ ーカルニュースはもちろん,

外国事情であるとスポーツニュースであると

を問わない.こ れは反権力 とか政治嫌いとい

うよりもっと広いもの 外部環境への無関

心 としか言いようがない.数 字が示すこの結

果は農民層のエゴイスティックな小生産者的
「自給 自足思想」(10)のせ いか

,そ れ とも単に
一様なス トー リー好 きのせいか

,速 断は出来

ない.あ るいは,か つて三大差異のひ とつ と

いわれた農村一都市の懸隔からみれば,こ れ

でも国民的統合の進行過程の一断面と見る事

も可能か も知れないが,過 去の同様データを
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欠 く以上,確 言 は出来 ない.AlanP.L.Liu

によれば 「この農民の冷淡さは,左 派の人々

が……大躍進や文化大革命の ような大衆運動

をはじめた誘因であった」ω.と はいえこの数

表の示すものが文化大革命の原因なのか結果

なのかは何とも言えぬ.た だ,中 国革命の特

色がこの中国型農民問題にあること,換 言す

れば東洋的農耕型社会主義 こそ,北 の社会主

義 とは異る中国型の特徴 とだけは言えそ うで

ある.

安崗論文は,こ の社会調査 に対 して反対意

見のあったことも明 らかにしている.
「私を含めてだが,社 会統計分析というと妙

に"反 感"を 持って しまう."社 会"の 二字か

らブルジョワ階級の玩具 を想って しまう.」

「ある同志は"君 らはブルジ ョワ階級の民意

を測定す るのか"と 言った.私 はこう答 えた.
"我々は各種の方法を持

っている.作 った り

することは不要である.な ぜ前 もってブルジ

ョワ階級的 とかプロレタ リア階級的とか分け

られるのか"と.」
「この種の社会統計分 析法の創始者は,他

で もないカール ・マル クスである.彼 は1866

年にみずから11項 目の 〈一般調査要綱〉(iz)をつ

くり,1880年 にはフランスの労働者の生活実

態調査表 〈労働者へのアンケー ト〉(13)で100個

の質問 を提 出 している.〈資本論〉は社会統

計分析方法 を利用 した模範である.」

「"左"の 影響を脱す る過程で,私 たちの眼

は遠,大,新 へ向った.私 たちは主人である.

有用な手段があればこれを用いるのに妨げは

ない.自 主権は手中にある.ど うして 自分 を

封 じ,手 足をしばる必要があろうか?」
「社会主義国家では人民が主入である.読

者,視 聴者が主人である.私 たち新聞工作者

はすべて人民に奉仕せねばならぬ.主 人は何

を求めているか?何 を好み,何 を好まぬか

?な ぜ好み,な ぜ好まぬか?な ぜ,あ る

主人は好み,他 の主人は好まぬか?こ れら

を知 ることは,我 々のジャーナ リズム改革の

基礎 である」.
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